
２０１３年度２０１３年度  第２四半期第２四半期

決算説明会決算説明会
２０１３年１０月２５日
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競争力強化に向けた取り組み
お客様への提供価値  Ｎｏ.１

「攻め」  に転じる各種施策・取り組み

決算概況
対前年同期  減収増益

年間営業利益計画  ８,４００億円の着実な実行

更なる成長に向けた取り組み
スマートライフのパートナーへ

構造改革の取り組み
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上期  サマリー U.S.
GAAP

営業収益  
営業利益

対前年同期 減収増益

◆  本資料における連結財務数値等は会計監査人による監査前のもの
＊  ２０１２年度決算よりパケット収入の集計定義を変更

： ２１,９９０億円 （前年同期比 ：  －０.４％）  
： ４,７３２億円 （前年同期比 ：  ＋０.４％）

【決算のポイント】

パケット収入＊＊

総販売数

スマートフォン販売数

スマートフォン利用数

Ｘｉ  契約数

：  ９,４９３億円

：  １,０４７万台

：  ６３２万台

：  ２,１５７万契約

：  １,６４０万契約

（前年同期比  ：  ＋１.２％）

（前年同期比  ：  －１１.５％）

（前年同期比  ：  －１.９％）

（前年同期末比  ：  ＋４７％）

（前年同期末比  ：  ２.６倍）
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主要な財務数値

＊１  各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」及び当社ホームページ  (www.nttdocomo.co.jp) 内の「株主・投資家情報」を参照

＊２  フリーキャッシュフロー算定にあたっては、期末日が金融機関の休業日であったことによる電話料金未回収影響額、ＮＴＴファイナンス株式会社への  電話料金の債権譲渡による電話料金未回収影響額、及び期間３ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除く

２０１２年度２０１２年度
上期上期  ((１１))

２０１３年度２０１３年度
上期上期  ((２２))

増減増減
((１１))→→((２２))

営業収益営業収益 ２２２２,,０７３０７３ ２１２１,,９９０９９０ －８３－８３

営業費用営業費用 １７１７,,３６２３６２ １７１７,,２５８２５８ －１０４－１０４

営業利益営業利益 ４４,,７１１７１１ ４４,,７３２７３２ ＋２０＋２０

当社に帰属する四半期純利益当社に帰属する四半期純利益 ２２,,８５９８５９ ３３,,００４００４ ＋１４５＋１４５

ＥＢＩＴＤＡマージンＥＢＩＴＤＡマージン  （％）（％）  ＊１＊１ ３６３６..５５ ３７３７..６６ ＋１＋１..１１

設備投資設備投資 ３３,,６１０６１０ ３３,,０１８０１８ －５９２－５９２

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー  ＊１＊１  ＊２＊２ ５６２５６２ １１,,９９３９９３ ＋１＋１,,４３１４３１

（億円）

U.S.
GAAP
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営業利益の状況

１２年度 上期 １３年度 上期

U.S.
GAAP

＊１ 月々サポート影響除く  ＊２  端末機器原価、代理店手数料の合計  ＊３  ２０１２年度決算より一部の営業収益項目の定義を変更

４,７１１億円 ４,７３２億円

モバイル通信  
サービス収入の増  ＊１＊３

＋１９３億円

営業収益  
－８３億円

営業費用  
－１０４億円

構造改革の取組み：  －６７０億

・機器販売費用

・償却費・除却費

・その他の費用

月々サポート影響

－１,３３８億円

その他の営業  
収入の増  ＊３

＋６９１億円

機器販売

収入の増

＋３７１億円

機器販売  
費用の減  ＊２

－６００億円

償却費・  
除却費の増  
＋２４５億円 その他の  

費用の増

＋２５１億円
販売促進費用等

の効率化
＋９７１億円

（－１３０億）

（－１９０億）

（－３５０億）
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総販売数・スマートフォン販売数

スマートフォンスマートフォン  
販売に注力販売に注力

スマートフォン  
販売数
６４４

総販売数  １,１８４

スマートフォン販売比率
５４％

総販売数  １,０４７

スマートフォン  
販売数
６３２

６０％

１２年度上期 １３年度上期

（万台）



66

新規販売数・純増数

新規は前期並み新規は前期並み

下期下期  純増確保へ純増確保へ

１２年度上期 １３年度 上期

純増  ６６
純増  ２４

新規販売数  ３４４

（万契約）

新規販売数  ３４２
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解約率・ＭＮＰの解約率・ＭＮＰの  
改善を目指す改善を目指す
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Ｘｉ  契約数

順調に増加順調に増加
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スマートフォン利用数

ハンドセット利用ハンドセット利用数数のの

約半数へ約半数へ
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２,７００

・・・

２,１５７



1010

'１２上期  '１３上期

ＡＲＰＵ  （月々サポート影響除き）

スマートフォンスマートフォン

により反転により反転

（円）

５,１３０

－１９０ ＋１８０

＋９０

５,２１０

音声
ＡＲＰＵ

パケット
ＡＲＰＵ

スマート
ＡＲＰＵ

※ 各ＡＲＰＵの定義については本資料の 「ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法」 を参照
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２０１３年度  営業利益  （予想）

スマートフォン基盤拡大による収入増

コスト削減の推進

８８,,４００億円の着実な実行４００億円の着実な実行

主なポイント
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決算概況
対前年同期  減収増益

年間営業利益計画  ８,４００億円の着実な実行

競争力強化に向けた取り組み
お客様への提供価値  Ｎｏ.１

「攻め」  に転じる各種施策・取り組み

更なる成長に向けた取り組み
スマートライフのパートナーへ

構造改革の取り組み
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デバイス
最高のラインナップ

ネットワーク
高速  クアッドバンド  ネットワーク

サービス
ドコモならではの充実メニュー

料金・チャネル
ドコモショップ  ＝  満足度Ｎｏ.１

お客様への提供価値  Ｎｏ.１
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お乗りかえの方ご利用中の方

販売・料金施策

充実メニューでお求めやすく

ｉＰｈｏｎｅ
下取りプログラム

学生の方
ｉＰｈｏｎｅ

買いかえ割

プラスｉＰｈｏｎｅ割

Ｘｉカケ・ホーダイ
半額キャンペーン

Ｘｉカケ・ホーダイ
半額キャンペーン
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販売・料金施策

長期ご利用者への施策も充実

５年未満の方

５年以上の方

８年以上の方

１０年以上の方

１５年以上の方

ＤＣＭＸ  ＧＯＬＤ契約の方

ド
コ
モ
継
続
利
用
期
間 ５ｐｔ

１０ｐｔ

１５ｐｔ

２０ｐｔ

２５ｐｔ

１００ｐｔ

ステージ決定条件 ご利用金額  １,０００円につき

長期の方ほどポイント優遇機種変更がおトク

指定
サービス＊

ご加入で

さらに５ｐｔ

ＤＣＭＸ
ご契約で

さらに
２０ｐｔ＋＋

＊  スマートフォン・タブレット  ：  あんしんパックまたはおすすめパック  ＋  Ｍｙインフォメール受信登録、その他ケータイ  ：  ケータイ補償お届けサービスまたはｉコンシェル  ＋  Ｍｙインフォメール受信登録

〃

さらに５ｐｔ
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「ドコモへおかえり割」  の効果

後押し

５０％
認知

８０％

広く認知され購入を後押し

＊  「ドコモへおかえり割」  認知者のうちで、購入の後押しになったと回答した方の比率
※  ドコモのｉＰｈｏｎｅへポートイン  かつ  元ドコモ利用のお客様を対象とした自社調査  （調査期間  ：  ９/２０  ～  １０/６）  ｎ＝４４１

購入  後押し率  
＊

認知率

知っていた

８０％

後押しになった

６２％
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Ｎｏ.１の対応チャネル

ドコモショップ=総合満足度Ｎｏ.１
項目別満足度 全７項目中６項目でＮｏ.１

店員の態度 対応力 対応のはやさ

店内の快適さ 商品のみやすさ 展示の豊富さ 待ち時間

※ 各キャリアショップに３ヶ月以内に来店したお客様を対象とした自社調査 （調査期間 ： ８/２６ ～ ８/３０） ドコモ ｎ＝５８７ ａｕ ｎ＝４３２ ソフトバンク ｎ＝３４５
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コールセンターも満足度Ｎｏ.１

ｉＰｈｏｎｅ専門センター  設置

1818※  各社コールセンターを３ヶ月以内に利用したお客様を対象とした自社調査  （調査期間  ：  ８/２６  ～  ８/３０）  ドコモ  ｎ＝１８６  ａｕ  ｎ＝１６４  ソフトバンク  ｎ＝１３３
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ポ
ー
ト
ア
ウ
ト

ｉＰｈｏｎｅ導入後の状況①

ＭＮＰ  実績  （ｉＰｈｏｎｅ発売後）

ＭＮＰ  ５４％改善

発売１週目

１２年度 １３年度

発売３週目

１２年度 １３年度

ポ
ー
ト
イ
ン

ＭＮＰ  ３３％改善

ｓｐモードメール等  
サービス拡充
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ｉＰｈｏｎｅ導入後の状況②

６５％

ポートインしたユーザの
前契約キャリアと比較した満足度

とても良くなった
良くなった
やや良くなった

※  ドコモのｉＰｈｏｎｅへポートインしたお客様を対象とした自社調査  （調査期間  ：  ９/２０  ～  ９/２９）  ｎ＝１４７

どちらでもない

やや悪くなった
悪くなった

とても悪くなった

最大の理由：  通信エリア  （７６％）
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Ａｎｄｒｏｉｄ  販売実績

ドコモ

６７％

※  携帯電話の分類中、上位４キャリアのＡｎｄｒｏｉｄ  ＯＳ塔載端末におけるキャリア別数量シェア
“全国有力家電量販店の販売実績集計／ＧｆＫジャパン調べ（タブレット型端末は含まない）“

圧倒的な販売シェア
家電量販店  Ａｎｄｒｏｉｄ端末販売シェア  

（４～８月累計）

・・・
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ドコモだけの最高のＡｎｄｒｏｉｄラインナップ

SH-01F F-01F SO-02F

快適・ストレスフリーなスマホ

ＷｈｉｔｅＭａｇｉｃ
TM
ディスプレイ

心地よいサイズ

超高画素数の多彩なカメラ機能

更に進化したＩＧＺＯスマホ

フルＨＤ  ５インチディスプレイ
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ドコモのＬＴＥネットワーク

2323＊ ＬＴＥ通信の通信速度において。各社公表値に基づく （２０１３年１０月現在）。 東名阪の一部のエリアにて利用可。
通信速度は技術規格上の受信時最大値であり、通信環境により変化します。

世界最速１５０ＭｂｐｓクアッドバンドＬＴＥ
２ＧＨｚ １.７ＧＨｚ １.５ＧＨｚ８００ＭＨｚ

＊
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ドコモＬＴＥ  Ｘｉ  基地局倍増計画

２４２４,,４００局４００局

３７３７,,０００局０００局

５０５０,,０００局以上０００局以上

急速に拡大

Ｘｉ  基地局数

１３年９月１３年９月 １４年３月末計画１４年３月末計画１３年３月１３年３月
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ドコモＬＴＥ  Ｘｉ  高速化

１３年３月１３年３月

１３年９月１３年９月

１４年３月末計画１４年３月末計画

４０４０,,０００局０００局

２８２８,,０００局０００局

６６,,９００局９００局

高速エリア  どんどん拡大

１３年３月１３年３月

１３年９月１３年９月

１４年３月末計画１４年３月末計画

３００都市３００都市

１１８８０都市０都市

３３都市３３都市

１３年１３年９９月月

１４年３月末計画１４年３月末計画

５００局５００局

提供開始提供開始

７５Ｍｂｐｓ以上  対応基地局 １１２.５Ｍｂｐｓ  対応都市数 １５０Ｍｂｐｓ  対応基地局

６倍 ９倍
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ドコモＬＴＥ  Ｘｉ  高速化

※  「ｉＰｈｏｎｅ  ５ｃ」・「ｉＰｈｏｎｅ  ５ｓ」においては受信時最大１００Ｍｂｐｓを実現

１５０Ｍｂｐｓエリア  次々拡大

１３年１０月末
山手線
全駅

基地局数
５００局

基地局数
２０００局

原宿

栄

京都 神戸

横浜

梅田

新宿

渋谷 東京

池袋

上野

六本木

１５年３月末

１４年３月末

１３年１２月末
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ドコモのＬＴＥ技術  ３つの強み

①  クアッドバンドＬＴＥ
-  東名阪で１４年４月までにＬＴＥ向け帯域幅倍増

＊

-  さらに第５のバンド  ７００ＭＨｚ帯  運用開始  （１５年１月）

②  ６セクタ基地局
-  １基地局で実質６局分の通信容量

③  蓄積された技術力
-  きめ細やかなネットワーク最適化ノウハウ

-  世界キャリア  Ｎｏ.１  の必須特許保有数
＊  １３年９月２０日以前との比較



2828

決算概況
対前年同期  減収増益

年間営業利益計画  ８,４００億円の着実な実行

競争力強化に向けた取り組み
お客様への提供価値  Ｎｏ.１

「攻め」  に転じる各種施策・取り組み

更なる成長に向けた取り組み
スマートライフのパートナーへ

構造改革の取り組み
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スマートライフのパートナーへ

2929
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ドコモメール提供開始

クラウド活用でデバイスフリーへ

１０月２４日
提供開始＊ ドコモ

メールサーバ

スマートフォン タブレット ＰＣ

＊デバイスフリーでの利用は１３年１１月以降提供予定
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ドコモならではのサービス充実

どれも  ｉＰｈｏｎｅで楽しめる！

Ｎｅｗ！
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ｄマーケットの状況

利用者  順調に拡大

'１１　
３Ｑ

　　　
４Ｑ

'１２　
１Ｑ

　　　
２Ｑ

　　　
３Ｑ

　　　
４Ｑ

'１３　
１Ｑ

　　　
２Ｑ

４４６万契約

１０１万契約

１５５万契約

ｄマーケット全体
取扱高  （上期）

２７０億円

ｄビデオ・ｄヒッツ・ｄアニメストア
契約数

７０１

６５３

（万契約）
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ＡＢＣ  ＨＤとの資本提携＊

学びにモバイル・イノベーション
会員数２９万人の料理教室

料理 健康 学び

料理 健康 学び

教室

自宅
屋外

グループ間で連携モバイル・クラウドで  
教室外をサポート

＊  出資時期：２０１４年１月（予定）、出資比率：５１％

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.ana.co.jp/amc/reference/tameru/other/food/image/radishboya_logo.jpg&imgrefurl=http://www.ana.co.jp/amc/reference/tameru/other/food/radishboya.html&usg=__DZSdbkBKOTbeoM8lqvjWMEooUv0=&h=200&w=200&sz=28&hl=ja&start=1&zoom=1&tbnid=E0Gm7KC9SoRelM:&tbnh=104&tbnw=104&ei=a9VhUu7fGsTCkAX4woGICw&prev=/search%3Fq%3D%25E3%2582%2589%25E3%2581%25A7%25E3%2581%2583%25E3%2581%25A3%25E3%2581%2597%25E3%2582%2585%25E3%2581%25BC%25E3%2583%25BC%25E3%2582%2584%26um%3D1%26sa%3DN%26hl%3Dja%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1&sa=X&ved=0CCwQrQMwAA
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://fansfans.jp/images/get/370&imgrefurl=https://fansfans.jp/oaklawn&usg=__vrUskSSlrFxBrb6bDUtu1lFkKqg=&h=150&w=230&sz=12&hl=ja&start=1&zoom=1&tbnid=JsvZfPOdo86u5M:&tbnh=70&tbnw=108&ei=stVhUojiEoLHkgWb_YH4BA&prev=/search%3Fq%3D%25E3%2582%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25AD%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25B3%26um%3D1%26hl%3Dja%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1&sa=X&ved=0CCwQrQMwAA
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ＪＭＯＯＣ 東京大学

新たな学びサービス創出へ

反転学習ＭＯＯＣ ×

日本における
ＭＯＯＣ受容性検証

周辺ビジネスの
事業性検証

反転学習の
有用性検証

ＭＯＯＣへの取り組み

※  ＭＯＯＣ  ：  Ｍａｓｓｉｖｅ  Ｏｐｅｎ  Ｏｎｌｉｎｅ  Ｃｏｕｒｓｅの略。２０１２年より米国を中心として主要有名大学および有名教授による講義が

オープンオンライン講座として公開され、世界中から最大２０万人が受講し、修了者は修了証を得ることができる教育サービス
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グローバル事業展開

ステージ３ステージ２ステージ１
音声 モバイルインターネット スマートフォン

キャリアアライアンスの強化

グローバル企業の支援

プラットフォームのグローバル展開

“スマートライフ”の
海外展開

サ
ー
ビ
ス/

サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｆ

基
盤
Ｐ
Ｆ

(

決
済
・
認
証)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

法人営業・Ｍ２Ｍ
大手キャリアとのアライアンス強化

欧州でのｅコマース・ペイメント事業

顧客基盤の相互活用
スマートライフサービスの共同創造

市場の成熟度に応じた事業展開

アプリ

相互流通

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=NxJbW3fyPgMkuM&tbnid=9QRJRmA9ZaS42M:&ved=0CAUQjRw&url=http://fuga.me/2010/02/16/new-dsp-connected-to-fuga-buongiorno-netherlands-tutch/&ei=xuVIUqTvMc3TkAWnuoGACQ&bvm=bv.53217764,d.dGI&psig=AFQjCNEEt0kUPRFl-RxWDsenoI8NuIhq1g&ust=1380595522939967
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=svqCfKfJXHbKOM&tbnid=mC-KpDIL4mfD5M:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.crunchbase.com/company/fine-trade&ei=1y5JUrSKDo2GkQXi6oDgAw&bvm=bv.53217764,d.dGI&psig=AFQjCNG1PMcJj7BaLa8dF5z5ZKcNE_BfEQ&ust=1380614217007557
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://mediaserver.pulse2.com/uploads/2009/05/jasper-wireless.png&imgrefurl=http://pulse2.com/2009/05/10/att-partnering-with-jasper-wireless-for-consumer-electronics/&usg=__4i3sm-tK_j7nEsMS9RUEuVQxxO8=&h=76&w=218&sz=7&hl=ja&start=5&zoom=1&tbnid=hFTgyG1HdTB96M:&tbnh=37&tbnw=107&ei=MzNiUtK3PIX7kgWS2oCoAw&prev=/search%3Fq%3DJasper%2BWireless,%2BInc%26um%3D1%26sa%3DN%26hl%3Dja%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1&sa=X&ved=0CDQQrQMwBA
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://stat.yukan-news.ameba.jp/ynews_images/20130302/12/31/ff/p/o04800370fc2ac_684_a77c916505f16a5ea9a980afe184f7bd.png&imgrefurl=http://yukan-news.ameba.jp/20130227-409/&usg=__lGajBkHkaRSXnM2uLB10OMAZaJQ=&h=370&w=480&sz=115&hl=ja&start=5&zoom=1&tbnid=Ps51gd9_xLJRgM:&tbnh=99&tbnw=129&ei=QzViUvGuKceEkwW7z4CADA&prev=/search%3Fq%3D%25EF%25BC%25AB%25EF%25BC%25B4%25E3%2580%2580%25E9%259F%2593%25E5%259B%25BD%25E3%2580%2580%25E3%2583%2589%25E3%2582%25B3%25E3%2583%25A2%26um%3D1%26sa%3DN%26hl%3Dja%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1&sa=X&ved=0CDQQrQMwBA
http://www.fetnet.net/
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　１３年度

１Ｑ

　　　　　　　

２Ｑ累計

１３年度 　

（予想） 

１５年度　

（目標）

新領域収入の進捗

（億円）

その他

メディア・コンテンツ
約３,０００

コマース
約３,０００

金融・決済
約２,５００

約１,１００

約７００

約６００

約７００

３,１００
順調に拡大

約２,２００

約１,６００

約１,４００

約１,８００

７,０００

１兆円
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コスト効率化

１２年度 １３年度 ２Ｑ １３年度（累計）

※  削減額は対１１年度比

５００億円削減額：

６７０億円

１３年度
１,１００億円

順調な進捗・さらに推進

１,６００億円
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事業構造の変革と再構築

全社を再編  新たなフェーズへ

ドコモグループ  
機能分担会社  ２５社

スマートライフのスマートライフの  
パートナーへパートナーへ

２０１４年度２Ｑ以降の実施に向け検討中

強化領域へリソースシフト（新領域、法人営業）
グループフォーメーションの最適化

【事業改革】

意思決定の迅速化
事業運営の効率化
-  モバイル領域の競争力強化
- 新領域の取り組み加速

目的
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最後に・・・

上期： メリハリある販売施策・コスト削減により 対前年減収増益

営業利益 年間計画達成に向け 堅調な決算

下期： 新しい競争ステージが始まる中、ドコモの強みをフルに発揮

更に充実したデバイス ラインナップ

技術力が支える信頼のネットワーク

多彩なサービスと競争力ある料金・割引プラン

Ｎｏ.１の販売・アフターケア チャネル

競争優位を確立、さらに構造改革を推し進め、力強く

中期的成長を目指す

3939
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Appendices



4242

営業収益の推移

モバイル通信サービス収入                   16,063 14,917 29,610 29,900

その他の営業収入 2,387 3,078 6,720 6,640

端末機器販売収入 3,624 3,994 10,070 9,860

１２年度 上期 １３年度 上期 １３年度 (今回予想) １３年度 (当初予想)

◆  「国際サービス収入」  は  「モバイル通信サービス収入」  に含めております

４６,４００

２２,０７３

（単位：億円）

２１,９９０

U.S.
GAAP

４６,４００



4343

営業費用の推移

人件費 1,380 1,427 2,860 2,920

租税公課 195 196 380 380

減価償却費 3,242 3,391 7,130 7,250

固定資産除却費 225 321 650 600

通信設備使用料 1,085 1,072 1,910 1,850

経費 11,235 10,851 25,070 25,000

（再掲）収益連動経費 ＊ 6,099 5,610 13,750 13,490

（再掲）その他経費 5,136 5,241 11,320 11,510

１２年度 上期 １３年度 上期 １３年度 (今回予想) １３年度 (当初予想)

＊収益連動経費＝端末機器原価＋代理店手数料＋ロイヤリティプログラム経費

１７,３６２ １７,２５８

３８,０００

U.S.
GAAP

（単位：億円）

３８,０００
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設備投資の推移

携帯電話事業（ＬＴＥ） 869 1,506 3,700 3,560 

携帯電話事業（ＦＯＭＡ） 1,141 392 680 700 

携帯電話事業（その他） 922 666 1,320 1,390 

その他（情報システム等） 678 454 1,300 1,360 

１２年度 上期 １３年度 上期 １３年度 （今回予想） １３年度 （当初予想）

３,６１０
３,０１８

７,０００

U.S.
GAAP

（単位：億円）

７,０００
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オペレーションの状況

２０１２年度  
上期  (１)

２０１３年度  
上期  (２)

増減  
(１) →  (２)

２０１３年度  
(通期予想)  
今回発表

携
帯
電
話

契約数  【千】 ６０,７８７ ６１,７７２ ９８５ ６３,３９０

（再）  ＦＯＭＡ ５４,５８８ ４５,３７４ －９,２１５ ３８,３９０

（再）  Ｘｉ ６,１９８ １６,３９８ １０,２００ ２５,０００

（再）  ｉモード ３７,３５６ ２９,２２８ －８,１２７ ２４,０３０

（再）  ｓｐモード １４,２８９ ２１,０７９ ６,７９０ ２７,１６０

（再）  通信モジュールサービス ２,６８０ ３,２７１ ５９１ -

純増数  【千】 ６５７ ２３６ －４２１ １,８５０

販売数  【千】

（端末持込分含む）

販売数 １１,８３７ １０,４７３ －１,３６４ -

Ｘｉ

新規 １,１５７ １,８８３ ７２５ -

契約変更 ２,９９４ ３,６０４ ６１０ -

機種変更 １７６ ９３３ ７５７ -

ＦＯＭＡ

新規 ２,２８０ １,５３３ －７４７ -

契約変更 １０ ３０ ２０ -

機種変更 ５,２２０ ２,４９１ －２,７３０ -

解約率  【％】 ０.７７ ０.８６ ０.０９ -

総合ＡＲＰＵ  【円】 ４,９００ ４,６００ －３００ ４,５３０

音声ＡＲＰＵ  【円】 １,８５０ １,４５０ －４００ １,３２０

パケットＡＲＰＵ  【円】 ２,６６０ ２,６７０ １０ ２,７００

スマートＡＲＰＵ  【円】 ３９０ ４８０ ９０ ５１０

ＭＯＵ  【分】 １１９ １０８ －１１ -
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主なサービスの状況

２０１３年度  
１Ｑ  (１)  

【前四半期】

２０１３年度  
２Ｑ  (２)

増減  
(１) →  (２)

ｄマーケット

ｄビデオ  会員数  （万契約） ４４６ ４４６ －

ｄヒッツ  会員数  （万契約） １２５ １５５ ３０

ｄアニメストア  会員数  （万契約） ８１ １０１ ２０

ｄミュージック  累計ダウンロード数  （万ＤＬ） ２,３７２ ２,６５０ ２７８

ｄブック  累計ダウンロード数  （万ＤＬ） １５,１３６ １６,７７０ １,６３４

ドコモサービスパック

おすすめパック  （万契約） ８４ １４２ ５８

あんしんパック  （万契約） １３６ ２６３ １２７

その他新領域

カラダのキモチ  （万契約） ６ ２３ １７

ＮＯＴＴＶ  （万契約） １２２ １４８ ２６
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総合ＡＲＰＵ  ・  ＭＯＵ

１２年度 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １３年度 １Ｑ ２Ｑ １３年度（通期予想）

（単位：円）

：  音声ＡＲＰＵ ： パケットＡＲＰＵ

１,９００

： スマートＡＲＰＵ

４,９３０ ４,８７０

１,８１０

２,６６０ ２,６７０

１,３２０

２,７００

４,５３０３７０ ３９０

５１０

◆  本資料に記載のＡＲＰＵについては、新たなＡＲＰＵの定義に基づき算出しています。

◆  ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法については、本資料の「ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法について」をご参照ください。

４,８５０

１,７１０

２,７２０

４２０

ＭＯＵ
（分） １１９ １１９ １１８

１,５２０

２,６９０

４,６７０

４６０

１１０

１,４７０

２,６８０

４,６１０

４６０

１０９

今回予想

１０８

１,４３０

２,６７０

４,５９０

４９０
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総合ＡＲＰＵ  （月々サポート影響除き）

１２年度 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １３年度 １Ｑ ２Ｑ １３年度（通期予想）

（単位：円）

：  音声ＡＲＰＵ  （月々サポート除き） ：  パケットＡＲＰＵ  （月々サポート除き）

２,０４０

： スマートＡＲＰＵ

５,１１０  
（１８０）

５,１６０  
（２９０）

２,０２０

２,７００ ２,７５０

１,７７０

２,９７０

５,２５０  
（７２０）

３７０ ３９０ ５１０

５,２４０  
（３９０）

１,９９０

２,８３０

４２０

１,８６０

２,８６０

５,１８０  
（５１０）

４６０

１,８４０

２,８９０

５,１９０  
（５８０）

４６０

◆  スマートＡＲＰＵへは、月々サポート影響はありません。

◆  本資料に記載のＡＲＰＵについては、新たなＡＲＰＵの定義に基づき算出しています。

◆  ＡＲＰＵの定義および算出方法については、本資料の「ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法について」をご参照ください。

：  音声ＡＲＰＵへの月々サポート影響 ：  パケットＡＲＰＵへの月々サポート影響

１２年度  １Ｑ ２Ｑ １３年度（通期予想）

今回予想
３Ｑ ４Ｑ １３年度  １Ｑ

※ （）内の数値は月々サポート影響

（２１０） （２８０）
（３４０） （３７０）

（４５０）

（４０） （８０） （１１０）
（１７０） （２１０） （２７０）

（１４０）

１,８４０

２,９１０

５,２４０  
（６５０）

４９０

（４１０）

（２４０）

２Ｑ
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ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法

①  ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義

ａ. ＡＲＰＵ  （Ａｖｅｒａｇｅ  ｍｏｎｔｈｌｙ  Ｒｅｖｅｎｕｅ  Ｐｅｒ  Ｕｎｉｔ）  ：  １契約当たり月間平均収入

１契約当たり月間平均収入（ＡＲＰＵ）は、１契約当たりの各サービスにおける平均的な月間営業収益を計るために使われています。  
ＡＲＰＵはモバイル通信サービスおよびその他の営業収入の一部を、当該期間の稼動契約数で割って算出されています。こうして得られた  
ＡＲＰＵは１契約当たりの各月の平均的な利用状況及び当社による料金設定変更の影響を分析する上で有用な情報を提供するもので  
あると考えています。なお、ＡＲＰＵの分子に含まれる収入は米国会計基準により算定しています。

ｂ. ＭＯＵ  （Ｍｉｎｕｔｅｓ  Ｏｆ  Ｕｓｅ）  ：  １契約当たり月間平均通話時間

②  ＡＲＰＵの算定式

総合ＡＲＰＵ  ：  音声ＡＲＰＵ＋パケットＡＲＰＵ＋スマートＡＲＰＵ

・音声ＡＲＰＵ  ：  音声ＡＲＰＵ関連収入  （基本使用料、通話料）÷稼動契約数

・パケットＡＲＰＵ  ：  パケットＡＲＰＵ関連収入  （月額定額料、通信料）÷稼動契約数

・スマートＡＲＰＵ  ：  その他の営業収入の一部（コンテンツ関連収入、料金回収代行手数料、端末補償サービス収入、広告収入等）÷稼動契約数

③  稼動契約数の算出方法

当該期間の各月稼動契約数  （（前月末契約数＋当月末契約数）÷２）の合計

（注）  通信モジュールサービス、「電話番号保管」、「メールアドレス保管」  及び  「ドコモビジネストランシーバー」  は、ＡＲＰＵ及びＭＯＵの算定上、収入、契約数ともに含めていません。
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財務指標（連結）の調整表

2014年3月期通期  
（今回予想）

2013年3月期  
通期

2013年3月期  
第2四半期  連結累計期間

2014年3月期  
第2四半期  連結累計期間

a.  ＥＢＩＴＤＡ 15,810 15,693 8,066 8,265

減価償却費 △ 7,130 △ 7,002 △ 3,242 △ 3,391

有形固定資産売却・除却損 △ 280 △ 319 △ 113 △ 142

営業利益 8,400 8,372 4,711 4,732

営業外損益（△費用） 20 △ 38 △ 55 86

法人税等 △ 3,330 △ 3,346 △ 1,842 △ 1,846

持分法による投資損益（△損失） △ 70 △ 180 △ 5 △ 0

控除：非支配持分に帰属する四半期（当期）純損益（△利益） 80 103 50 32

b.当社に帰属する四半期（当期）純利益 5,100 4,910 2,859 3,004

c.営業収益 46,400 44,701 22,073 21,990

ＥＢＩＴＤＡマージン  (=a/c) 34.1% 35.1% 36.5% 37.6%

売上高四半期（当期）純利益率  (=b/c) 11.0% 11.0% 13.0% 13.7%

（注）
 

当社が使用しているEBITDA及びEBITDAマージンは、米国証券取引委員会（SEC）レギュレーション
 

S-K Item10(ｅ)で用いられているものとは異なっています。
 従って、他社が用いる同様の指標とは比較できないことがあります。

１．  ＥＢＩＴＤＡ、ＥＢＩＴＤＡマージン

２．フリー・キャッシュ・フロー（特殊要因及び資金運用に伴う増減除く）

2014年3月期通期  
（今回予想）

2013年3月期  
通期

2013年3月期  
第2四半期  連結累計期間

2014年3月期  
第2四半期  連結累計期間

フリー・キャッシュ・フロー  
（特殊要因、債権譲渡影響及び資金運用に伴う増減除く） 3,000 2,256 562 1,993

特殊要因  （注1） - 1,470 1,470 -

債権譲渡影響  （注２） - △ 2,420 △ 2,540 -

資金運用に伴う増減  （注３） - 999 △ 203 △ 720

フリー・キャッシュ・フロー 3,000 2,305 △ 712 1,272

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 7,410 △ 7,019 △ 4,582 △ 4,524

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,410 9,324 3,870 5,797

（単位：億円）

（注1）
 

特殊要因とは、期末日が金融機関の休業日であることによる電話料金未回収影響額です。

（注２）
 

債権譲渡影響とは、ＮＴＴファイナンス株式会社への電話料金の債権譲渡による電話料金未回収影響額です。

2013年３月期通期、2013年３月期第２四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、債権譲渡による電話料金未回収影響額を含んでいます。

（注３）
 

資金運用に伴う増減とは、期間３ヵ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減です。

2013年３月期通期、2013年３月期第２四半期及び2014年３月期第２四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減を含んでいます。

2014年３月期通期（今回予想）の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減の予想が困難であるため、資金運用に伴う増減は見込んでいません。

（単位：億円）





本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情報に基づく、現時点における予測、期待、想定、計画、  
認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するためには、過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行うために不可欠となる一定の  
前提（仮定）を用いています。これらの記述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しない可能性があります。その原因となる潜在的リスクや不確定  
要因としては以下の事項があり、これらはいずれも当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。また潜在的リスクや不確定要因はこれらに限ら  
れるものではありませんのでご留意ください。

1.  携帯電話の番号ポータビリティ、訴求力のある端末の展開、新規事業者の参入、他の事業者間の統合など、通信業界における他の事業者等及び他の技術等との競争の激化や競  
争レイヤーの広がりをはじめとする市場環境の変化に関連して、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、当社グループの想定以上にＡＲＰＵの水準が逓減し続けたり  
、コストが増大したり、想定していたコスト削減ができない可能性があること

2.  当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態・販売方式が十分に展開できない場合や想定以上に費用が発生してしまう場合、当社グループの財  
務に影響を与えたり、成長が制約される可能性があること

3.  種々の国内外の法令・規制・制度等の導入や変更または当社グループへの適用等により、当社グループの事業運営に制約が課されるなど悪影響が発生し得ること

4.  当社グループが使用可能な周波数及び設備に対する制約に関連して、サービスの質の維持・増進や、顧客満足の継続的獲得・維持に悪影響が発生したり、コストが増加する可能性  
があること

5.  当社グループが採用する移動通信システムに関する技術や周波数帯域と互換性のある技術や周波数帯域を他の移動通信事業者が採用し続ける保証がなく、当社グループの国際  
サービスを十分に提供できない可能性があること

6.  当社グループの国内外の投資、提携及び協力関係や、新たな事業分野への出資等が適正な収益や機会をもたらす保証がないこと

7.  当社グループや他の事業者等の商品やサービスの不具合、欠陥、不完全性等に起因して問題が発生し得ること

8.  当社グループの提供する商品・サービスの不適切な使用等により、当社グループの信頼性・企業イメージに悪影響を与える社会的問題が発生し得ること

9.  当社グループまたは業務委託先等における個人情報を含む業務上の機密情報の不適切な取り扱い等により、当社グループの信頼性・企業イメージの低下等が発生し得ること

10.  当社グループ等が事業遂行上必要とする知的財産権等の権利につき当該権利の保有者よりライセンス等を受けられず、その結果、特定の技術、商品またはサービスの提供ができな  
くなったり、当社グループが他者の知的財産権等の権利の侵害を理由に損害賠償責任等を負う可能性があること、また、当社グループが保有する知的財産権等の権利が不正に使  
用され、本来得られるライセンス収入が減少したり、競争上の優位性をもたらすことができない可能性があること

11.  自然災害、電力不足等の社会インフラの麻痺、有害物質の拡散、テロ等の災害・事象・事件、及び機器の不具合等やソフトウェアのバグ、ウイルス、ハッキング、不正なアクセス、サ  
イバーアタック、機器の設定誤り等の人為的な要因により、当社グループのサービス提供に必要なネットワークや販売網等の事業への障害が発生し、当社グループの信頼性・企業イ  
メージが低下したり、収入が減少したり、コストが増大する可能性があること

12.  無線通信による健康への悪影響に対する懸念が広まることがあり得ること

13.  当社の親会社である日本電信電話株式会社が、当社の他の株主の利益に反する影響力を行使することがあり得ること

本資料に掲載されている会社名、ロゴ、製品名、サービス名およびブランドなどは、株式会社  ＮＴＴドコモまたは該当する各社の登録商標または商標です。

・  ｉＰｈｏｎｅはＡｐｐｌｅ  Ｉｎｃ．の商標です。

・  ｉＰｈｏｎｅ商標はアイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。

予想の前提条件その他の関連する事項
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